
մմ2022年の『ユリシーズ』―スティーヴンズの読書会 
   第10回 さまよえる岩（第10挿話） 
   2021年2⽉21⽇（⽇）@オンライン 

  【読書会参加に当たってのお願い】 

• 13:00から13:25まではZoom操作の練習時間とします。13:30から開始します。 
• 画⾯のスクリーン・ショット撮影について 
• 第⼀部の録⾳・録画について 
• スライド中で柳瀬尚紀訳『ユリシーズ』（河出書房新社）を引⽤するにあたって

は、「U-Y 挿話番号.ページ数」で表記します。「⿍訳」は丸⾕才⼀らによる集英
社訳を指します。



Image: National Library of Ireland  (c.1904), National Library of Ireland on The Commons

  2022年の『ユリシーズ』 第10回 さまよえる岩（第10挿話） 
   2021年2⽉21⽇（⽇）@オンライン 

 13:00-13:30 ……………………………… 準備：Zoomの練習・操作案内 

 13:30-13:40 ……………………………… ご挨拶：読書会に際してのお願い 

 13:40-14:50 ……………………………… 第1部：主催者発表（⼩林・南⾕・平繁） 

 14:50-15:05 ……………………………… 休憩＋アンケート回答      

 15:05-16:05 ……………………………… 第2部：グループディスカッション 

 16:05-16:20 ……………………………… 休憩 

 16:30-17:20 ……………………………… 第3部：フロアディスカッション 

 17:20-17:30 ……………………………… ご挨拶・第10回読書会について 

 17:40-19:00 ……………………………… 懇親会＋Wandering Books



瑬1㍑ 2019䇗6僖16仼 瑬4䨯鎇մ٭خوٖٛ؜ Book II. Odyssey initial  style
瑬2㍑ 2019䇗8僖25仼 瑬1䨯鎇մتؤُٝط  Book I. Telemachia initial  style
瑬3㍑ 2019䇗10僖20仼 瑬2䨯鎇մٜ٭عتؾ  Book I. Telemachia initial  style
瑬4㍑ 2019䇗12僖22仼 瑬3䨯鎇մتؗطٞو  Book I. Telemachia initial  style
瑬5㍑ 2020䇗2僖9仼 瑬5䨯鎇մ괏袚☔הג Book II. Odyssey initial  style
攐⮯㍑ 2020䇗4僖26仼 攐⮯㍑մ瑬1䨯鎇֐瑬5䨯鎇 Book II. Odyssey initial  style
瑬6㍑ 2020䇗6僖28仼 瑬6䨯鎇մتظـ Book II. Odyssey initial  style
瑬7㍑ 2020䇗8僖23仼 瑬7䨯鎇մؓؕتٞ؛ Book II. Odyssey initial  style
瑬8㍑ 2020䇗10僖25仼 瑬8䨯鎇մٚؕتؾإٖٛعت仌 Book II. Odyssey initial  style
瑬9㍑ 2020䇗12僖6仼 瑬9䨯鎇մ تؔظهٖٛ؜כٖٝ؞ت Book II. Odyssey initial  style
瑬10㍑ 2021䇗2僖21仼 瑬10䨯鎇մֹ׻ױ׈㹿չ Book II. Odyssey initial  style
瑬11㍑ 2021䇗4僖25仼 瑬11䨯鎇մ٤٭ٝؕج Book II. Odyssey
瑬12㍑ 2021䇗6僖 瑬12䨯鎇մتوٞؠٖ؞ Book II. Odyssey
瑬13㍑ 2021䇗8僖 瑬13䨯鎇մؓ؜بؗػ Book II. Odyssey
瑬14㍑ 2021䇗10僖 瑬14䨯鎇մ㜀꣊烕ס擧 Book II. Odyssey
瑬15㍑ 2021䇗12僖 瑬15䨯鎇մآٜ؞ Book III. Nostos
瑬16㍑ 2022䇗2僖 瑬16䨯鎇մؙُؗؕت؛ Book III. Nostos
瑬17㍑ 2022䇗4僖 瑬17䨯鎇մؕآذ Book III. Nostos
瑬18㍑ 2022䇗6僖16仼 瑬18䨯鎇մًًؓؕٞؾ Book III. Nostos

2022年の『ユリシーズ』―スティーヴンズの読書会 
第9回 スキュレとカリュブディス (2020.12.26)



“ふんぞり返って、ふくらかなバック・マリガンが階段のてっぺんへ現れた。捧げ
持つ石鹸の泡立つ丸い器にのせて、手鏡とカミソリが十文字に…”（U-Y 1. 11）

Episode 1: Telemachus



“―さあ、コクラン、なんという市が遣いを送った？” “―タレントゥムです。” 
“よろしい。それで？” “―戦争になりました。” “よろしい。どこで？”（U-Y 2. 49）

Episode 2: Nestor
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“可視態の不可避の様式。少なくともそれ、それ以上ではないにしても、おれの目を
通しての思考。万物の署名をおれはここで読み取る”（U-Y 3. 73）

Episode 3: Proteus
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“リアポウルド・ブルーム氏は禽獣の臓物をうまがる男である。どろっとしたもつが
らスープもいいし、こりこりする砂肝、詰め物をして焼いた心臓….”（U-Y 1. 11）

Episode 4: Calypso
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“荷台車の連なるサー・ジョン・ロジャースン船寄せ通りをブルーム氏は粛々と歩いた。
ウィンドウミル小路を過ぎ、リークス亜麻仁加工所、郵便電報局を過ぎる…”（U-Y 
5. 127）

Episode 5: Lotus Eaters
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“マーティン・カニンガムが、まず先に、シルクハットの頭をギッーと軋む馬車の中へ
差し入れ、するりと乗り込んで席におさまった…”（U-Y 6. 155）

Episode 6: Hades
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“ネルソン記念柱の前で路面電車は徐行し、待避線に入り、トロリーポールの移動をすま
せ、そうして発車する。ブラックロック、キングズタウン、ドーキー行き…”（U-Y 7. 203）

Episode 7: Aeolus
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“パイナップル氷砂糖、レモン棒飴、バター飴玉。粗目糖顔の娘がクリスチャン・ブラ
ザーズの男にせっせとクリームボンボンを掬っている。小学校のお楽しみ会だろか。
ぽんぽんによくないよ。…”（U-Y 8. 261）

Episode 8: Lestrygonians

視
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“慇懃に、場を和めるべく、篤震の図書館長が喉ふるわせた。 
―それにウィルへルム・マイスターのあの貴重な一節もあるわけだから。偉大な詩人が偉大な同胞詩人
を論じている。逡巡する魂が、葛藤する疑念に引裂かれつつ、苦難の海に立ち向かう。”（U-Y 9. 315）

Episode 9: Scylla and Charybdis

間
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修道院長イエズス会士ジョン・コンミー師は、てかてかの懐中時計を内ポケットに戻しながら、司祭館の階
段を下りた。三時五分前。アーテインまで歩いていくにはちょうどいい。ええ、あのこの名前は何といっ
た？　ディグナム。そう。真にふさわしく義しきかな。 

（U-Y 10. 373）

列

Episode 10: Wandering Rocks



【主催者発表】「さまよえる岩」の歩き⽅



❖ Old Dublin Society  
❖  “Dublin themes” The National Archives of Ireland 

❖ Map Collections at UCD and on the Web: Historic Maps of Dublin  
❖ The Survey Gazetteer of the British Isles, Topographical, Statistical and 

Commercial; compiled from the  census and the latest official returns; 
with appendices and special maps (pdf) 

❖ Irish Surname Maps ※1901年, 1911年の国勢調査にもとづいた名前・宗派・⾔語
に関連する地図→Censusの元データはhttp://www.census.nationalarchives.ieを
参照。 

❖ Historic Maps of Dublin, - ※複数の地図のレイヤー重ねが可能。 
❖ JoyceTools , James  Joyce’s Dublin: A Topographilcal Guide to the Dublin of 

Ulysses(Thames and Hudson, 2004)の共著者Ian GunnとClive Hartによるウェブサイ
ト。当時の地図や新聞、1904年版のThoms Directory がDL可。

19世紀から20世紀初頭のダブリンを知るための資料案内

https://olddublinsociety.ie
http://www.census.nationalarchives.ie/exhibition/dublin/index.html.
https://libguides.ucd.ie/findingmaps/mapshistDublin
https://archive.org/details/surveygazetteero00bartuof)
https://archive.org/details/surveygazetteero00bartuof)
https://archive.org/details/surveygazetteero00bartuof)
https://barrygriffin.com/surname-maps/
http://www.census.nationalarchives.ie
http://www.dublinhistoricmaps.ie/maps/1900-1939/
http://www.riverrun.org.uk/joycetools.html


  （）第10挿話メモ（nushiro）（スライド4）

参加者による資料提供

https://www.stephens-workshop.com/app/download/13772858190/%E7%AC%AC10%E6%8C%BF%E8%A9%B1%E3%83%A1%E3%83%A2(nushiro).pdf?t=1613378553


 （）ユリシーズマップ第10章（三⽉うさぎさん）

参加者による資料提供

https://www.google.com/maps/d/u/0/viewer?mid=1IAw4euUna4iJ1zwZDcKsp0Bt6F2GeV69&hl=ja&ll=53.347009171753484,-6.438898850000001&z=11


 （）ユリシーズマップ第10章（三⽉うさぎさん）

参加者による第10挿話への反応

https://www.google.com/maps/d/u/0/viewer?mid=1IAw4euUna4iJ1zwZDcKsp0Bt6F2GeV69&hl=ja&ll=53.347009171753484,-6.438898850000001&z=11


 （）yoshino maiさん 

参加者による第10挿話への反応



 （）yoshino maiさん 

More recently, James McMichael, in an argument extending the concept of 
“The Arranger” to embrace a figure he christens, ‘ Jamesy,’ has suggested 
that as the most panoramic of Jamesy’s cityscapes, chapter  discloses that 
he knows with certainty what every character in Dublin is doing, saying, 
and thinking between the hours of three and four in the afternoon. (David 
Pierce, “The Reading Matter of Wandering Books”, p. )

参加者による第10挿話への反応



 （2）三⽉うさぎさん 

参加者による第10挿話への反応



 （2）三⽉うさぎさん 

―The other indeterminate location is of the Dedaluses: “Katey and Boody Dedalus shoved in the 
door of the closesteaming kitchen” (U.-). There is no clue as to the kitchen’s site except that 
the Dedalus sisters were seen, in the previous section but some considerable time before, in Eccles 
street (U.-). Again Clive Hart  provides a plausible location with an asterisk of inference: "* 
St Peter’s Terrace, Cabra, the address of the Joyce family in June, . Katey and Boody Dedalus 
have walked home from school via Eccles Street... Berkeley Road, North Circular road, Cabra 
Road” (TG ).（Fritz Senn, “On Not Finding Places,” JJQ, Vol. , No.  (Winter, ), pp. -）

参加者による第10挿話への反応



参加者による第10挿話への反応



参加者による第10挿話への反応



❖ ジョン・コンミー師① 
❖ ディグナム① 
❖ スウォン修道会⼠① 
❖ カニンガム① 
❖ ウルジー① 
❖ ディヴィッド・シーヒー下院議員① 
❖ ディヴィッド・シーヒー下院議員の奥⽅① 
❖ バーナード・ヴォーン神⽗① 
❖ ピラト① 
❖ ジャック・ソーン① 
❖ ジェラ・ギャラハー① 
❖ ブラニー・ライナム① 
❖ 管区⻑① 
❖ ダンス教習会教授デニス・J・マギニ① 
❖ レディ・マクスウェル① 
❖ マッギネス夫⼈①：質屋の⼥主⼈ 
❖ スコットランド⼥王メアリー様① 
❖ ⽂学⼠T・R・グリーン師① 
❖ クリスチャンブラザーズの⼩学⽣の⼀団① 
❖ かの散財家の貴族① 
❖ ニューヨークの沈没事故の被害者① 
❖ ⼆⼈の職無しの男① 
❖ H・J・オニール葬儀店の前のコーニー・ケラハー① 
❖ 巡回中の巡査①（=C） 
❖ 泥炭艀の⻨わら帽の船頭① 
❖ 泥炭艀を曳く⾺① 
❖ ニコラス・ダドリー師①= 
❖ 市街⾏き電⾞のなかの⾞内の乗客（眼鏡の紳⼠と、その妻とコンミーが考える⼥性∕ぎこちなく座る⽼⼈∕アンズリー橋で降りる⼀⼈の⽼⼥）① 
❖ ユージーン・ストラットン① 
❖ ベルギー⼈のイエズス会⼠① 
❖ トールボット・ド・マラハイド卿① 
❖ モルズワース卿の娘メアリー・ロッチフォート① 
❖ ベルヴェデェア卿① 
❖ ベルヴェデェア卿の弟① 
❖ 顔⾚らめた若い男① 
❖ 若い⼥① 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第１セクション



❖ コーニー・ケラハー② 
❖ ジョン・コンミー神⽗①② 
❖ 巡査57C①② 
❖ おおらかな⽩い腕② 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第２セクション



❖ ⼀歩⾜の⽔兵∕「吟遊詩⼈」①③ 
❖ ラーリー・オローク③ 
❖ ケイティ・デッダラス③ 
❖ ブーディ・デッダラス③ 
❖ J・J・オモロイ③ 
❖ ランバート⽒③ 
❖ 裸⾜の腕⽩⼩僧③ 
❖ おおらかな腕の⼥の⼿②③ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第３セクション



❖ ケイティ・デッダラス③④ 
❖ ブーディ・デッダラス③④ 
❖ コンミー神⽗①②④ 
❖ マギー・デッダラス④ 
❖ ディリー・デッダラス④ 
❖ ⽗（サイモン・デッダラス）④ 
❖ エリヤ④ 
❖ 丸められて捨てられたビラ④ 

❖ デダラス家の所在地について 
“The other indeterminate location is of the Dedaluses: “Katey and Boody Dedalus shoved in the door 
of the closesteaming kitchen” (U.-). There is no clue as to the kitchen’s site except that the 
Dedalus sisters were seen, in the previous section but some considerable time before, in Eccles street 
(U.-). Again Clive Hart a location with an asterisk of inference: "* St plausible provides 
Peter’s Terrace, Cabra, the address of the Joyce family in June, . Katey and Boody Dedalus have 
walked home from school via Eccles Street... Berkeley Road, North Circular road, Cabra Road” (TG 
). (Flitz Senn, “On Not Finding Places,”  JJQ, Vol. , No.  (Winter, ), p. ) 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第４セクション



❖ ソーントンのブロンドの売り⼦⑤ 
❖ ブレイゼズ・ボイラン⑤ 
❖ H.E.L.Y ’S⑤ * 
❖ 黒背中の⼈影⑤ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第５セクション



❖ アルミダーノ・アルティフォーニ⑥ 
❖ スティーヴン・デッダラス⑥ 
❖ ゴールドスミス⑥ 
❖ 観光客を乗せた⾺⾞⑥ 
❖ アイルランド銀⾏正⾯⼝の鳩の群⑥ 
❖ ハイランド兵⼠の軍楽隊⑥ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第６セクション



❖ ダン嬢⑦ 
❖ ５⼈のサンドイッチマン 
❖ ⼩間使⼥優マリー・ケンダル⑦ 
❖ あの男⑦ 
❖ あの仕⽴て屋⑦ 
❖ スージー・ネイグル⑦ 
❖ ボイラン⑤⑦ 
❖ レネハン⑦ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第７セクション



❖ ネッド・ランバート⑧：副⼤法
官チャタートンの甥で穀物商店
勤務。 

❖ J・J・オモロイ⑧：零落した法
廷弁護⼠、第７挿話でクロ
フォードに無⼼しようとして断
られている。 

❖ 聖職者ヒュー・C・ラヴ⼠師⑧ 
❖ ⾺⾯（a long face） 
❖ ウェックスフォード州オコナー

運送の荷⾞引き⑧ 
❖ 若い⼥①⑧ 
❖ ⼤伯爵⼤フィッツジェラルド⑧ 
❖ 死んじゃったあの…（ディグナ

ム）①⑧ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第８セクション



❖ トム・ロッチフォード⑨ 
❖ リッチー・グールディング⑨ 
❖ 初⽼⼥⑨ 
❖ おおせ⿐フリン⑨ 
❖ やつ（ボイラン）⑤⑦⑨ 
❖ レネハン⑦⑨ 
❖ マッコイ⑨ 
❖ マリー・ケンダル⑦⑨ 
❖ ライナム⑨ 
❖ マーカス・ターシャス・モーゼス⑨ 
❖ O・マッドゥン⑨ 
❖ 総督⑨ 
❖ バンタム・ライアンズ⑨ 
❖ 黒背中の⼈影⑤⑨ 
❖ リフィー通りの爺さん⑨ 
❖ パトリック・アロウィシャス・ディグナム君⑨ 
❖ ヴァル・ディロン⑨ 
❖ バーテル・ダーシー⑨ 
❖ ベンジャミン・ドラード⑨ 
❖ ブルーム⑤⑨ 
❖ ブルームの⼥房⑨ 
❖ クリス・カリナン⑨ 
❖ ⾺追⑨ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第９セクション



❖ ブルーム⑤⑨⑩ 
❖ ピュアフォイの奥⽅⑩ 
❖ 露天商の本屋⑩ 
❖ ダンス教習会教師デニス・J・マ

ギニ①⑩ 
❖ 彼⼥（=モリー）⑩⑨ 
❖ もはや若くない⼥⑩（⇔若い

⼥？） 
❖ ポッタートン⑩ 
❖ 原告レディー・ケアンズ号船主⑩ 
❖ 原告ハーヴィ⑩ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 10 セクション



❖ 従僕（④）⑪ 
❖ ディリー・デッダラス④⑪ 
❖ 競売⼈⑪ 
❖ 半マイル⾃転⾞競⾛の選⼿たち

（J・A・ジャクソン、W・E・
ワイリー、A・マンロウ、H・
T・ガーン）⑪ 

❖ サイモン・デッダラス⽒④⑪ 
❖ ジョン叔⽗⑪ 
❖ カーナン⽒⑪ 
❖ ジャック・パワー⑪ 
❖ 尼さんモニカ⑪ 
❖ 総督⑨⑪ 
❖ 敬礼をする巡査たち⑪ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 11 セクション



❖ カーナン⽒⑪⑫ 
❖ ブルブルック・ロバートスン⑫ 
❖ シャックルトン⑫ 
❖ ジェネラル・スロウカム号の死傷者⑫ 
❖ クリミンズ⑫ 
❖ サイモン・デッダラス④⑪⑫ 
❖ おっさんカウリー⑫ 
❖ ドーソン通りのスコット⑫ 
❖ ニアリー⑫ 
❖ ヒベルニア銀⾏頭取ジョン・マリガン⑫ 
❖ ビラ④⑫ 
❖ エリヤ④⑫ 
❖ ネッド・ランバートの弟サム⑫ 
❖ エメット⑫ 
❖ ディグナム①⑧⑫ 
❖ デニス・ブリーン⑫ 
❖ ジョン・ヘンリー・メントン⑫ 
❖ デニス・ブリーンの妻⑫ 
❖ ネッド・ランバート⑧⑫ 
❖ エドワード・フィッツジェラルド卿⑫ 
❖ サー少佐⑫ 
❖ ベン・ドラード⑨⑫ 
❖ 騎⾺⾏列の先導従者たち⑫ 
❖ フロックコートとクリーム⾊の⽇傘⑫ 
❖ 総督閣下⑨⑪⑫ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 12 セクション



❖ スティーヴン・デッダラス⑬ 
❖ 宝⽯細⼯師⽼ラッセル⑬ 
❖ ⼆⼈の⽼⼥⑬ 
❖ ヒーナン⑬ 
❖ セイヤーズ⑬ 
❖ 古本屋の露天商⑬ 
❖ コンミー神⽗①②④⑬ 
❖ ピーター・サランカ⼤修道院⻑⑬ 
❖ ディリー・デッダラス④⑪⑬ 
❖ マギー・デッダラス④⑬ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 13 セクション



❖ サイモン・デッダラス④⑪⑫⑭ 
❖ おっさんカウリー⑭：ロバート・

カウリー（愛称ボブ, “Father 
Cowley”） 

❖ ⾼利貸しルーベン（J・ドッド）⑭ 
❖ ベン・ドラード⑨⑫⑭ 
❖ ⻑棹ジョン⑭ 
❖ 【？】こんな代物を仕⽴てやがっ

たユダヤ⼈⑭ 
❖ キャッシェル・ボイル・オコナー・

フィッツモリス・ティズダル・ファ
レル⑭ 

❖ ヒュー・C・ラヴ師⑧⑭ 
❖ ジェラルディーン⑭ 
❖ 副執⾏官⑭ 
❖ ロックが執達吏にした新顔の美男

⑭ 
❖ ロベンギューラとリンチホーン⑭ 
❖ ジョン・ヘンリー・メントンン⑫⑭ 
❖ バラバのやつ⑭ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 14 セクション



❖ 息⼦（ディグナム君）⑨⑮ 
❖ マーティン・カニンガム⑮ 
❖ 待っていた御者⑮ 
❖ ケネディ嬢とドゥース嬢⑮ 
❖ コンミー神⽗⑮ 
❖ パワー⽒⑮ 
❖ ボイド⑮ 
❖ ジョン・ワイズ・ノーラン⑮ 
❖ 市会議員ナネッティ⑮ 
❖ 参事会員カウリー⑮ 
❖ 市会委員エイブラハム・ライアン⑮ 
❖ ブルーム（「あのユダヤ⼈」）⑮ 
❖ ジミー・ヘンリー⑮ 
❖ ジャックムーニーの弟⑮ 
❖ ジェイムズ・キャヴァナー⑮ 
❖ ⻑棹ジョン・ファニング⑮ 
❖ 副執⾏官殿⑭⑮ 
❖ 元⽼院のお歴々⑮ 
❖ 市書記官補⑮ 
❖ 式典⻑（パーネルの弟）⑮ 
❖ 職杖捧持役のバーロウ⑮ 
❖ 臨時代理ローカン・シャーロック⑮ 
❖ （メントンの事務所の）ディグナム①⑧⑫⑮ 
❖ メントン⑫⑭⑮ 
❖ 騎⾺従者たち⑮ 
❖ アイルランド総督閣下⑨⑪⑫⑮ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 15 セクション



❖ バック・マリガン⑯ 
❖ ヘインズ⑯ 
❖ パーネルの兄貴ジョン・ハワー

ド（市の式典⻑）⑯ 
❖ DBCのウェイトレス⑯ 
❖ ⼀本⾜の⽔兵①③⑯ 
❖ ウィーンのポコルニー教授⑯ 
❖ ビラ⑯ 
❖ エリヤ⑯ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 16 セクション



❖ アルミダーノ・アルティフォーニ
⑥⑰ 

❖ キャッシェル・ボイル・オコナー・
フィッツモリス・ティズダル・ファ
レル⑭⑰ 

❖ ロー・スミス⽒⑰ 
❖ ⽣若い盲⼈⑰ 
❖ ルイス・ワーナー⽒⑰ 
❖ エリヤ⑰ 
❖ ブルーム⻭科医⑰ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 17 セクション



❖ パトリック・アロウイシャス・ディ
グナム君⑨⑮⑱ 

❖ 前フェーレンバック現マンガン⑱ 
❖ ストア夫⼈⑱ 
❖ クウィッグリー夫⼈⑱ 
❖ マクダウェル夫⼈⑱ 
❖ バーニー叔⽗さん⑱ 
❖ タニー⑱ 
❖ ⼆⼈の拳闘選⼿⑱ 
❖ マイラ・キーオウ⑱ 
❖ ベネット特務曹⻑⑱ 
❖ （ディグナム君の）⺟さん⑱ 
❖ マリー・ケンダル⑦⑨⑱ 
❖ 親⽗∕⽗さん∕パパ∕故ディグナ

ム⽒①⑧⑫⑮⑱ 
❖ フィッツシモンズ⑱ 
❖ 真っ⾚な花をくわえて洒落た靴を

はいている伊達男⑱＝ 
❖ （その伊達男に話しかけている）

酔っ払い⑱ 
❖ ⽣徒たち⑱ 
❖ コンロイ神⽗⑱ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 18 セクション



❖ ダドリー伯爵ウィリアム・ハンブル∕国王陛下の代理⼈⑨⑪⑫⑮⑲ 
❖ ダドリー令夫⼈⑲ 
❖ へゼルタイン陸軍中佐⑲ 
❖ パジェット令夫⼈⑲ 
❖ ド・コーシー嬢⑲ 
❖ ジェラルド・ウォード補佐官⑲ 
❖ 畏まる巡査 ⑪（?）⑲ 
❖ トマス・カーナン⽒⑪⑫⑲ 
❖ 法学⼠にして⽂学修⼠のダドリー・ホワイト⽒⑲ 
❖ M・E・ホワイト夫⼈⑲ 
❖ リッチー・グールディング⑨⑲ 
❖ 事務弁護⼠・愛国保険者周旋⼈ルーベン・J・ドッド⑭⑲ 
❖ 年配の⼥⑲ 
❖ ケネディ嬢⑮⑲ 
❖ ドゥース嬢⑮⑲ 
❖ サイモン・デッダラス⽒④⑪⑫⑭⑲ 
❖ 副執⾏官⑭⑮⑲ 
❖ （？）国王代理総督たち⑲ 
❖ レネハン⑦⑨⑲ 
❖ マッコイ⑨⑲ 
❖ ロジャー・グリーン⑲ 
❖ ガーティ・マクダウェル⑲ 
❖ ケイツビー⑲ 
❖ キャヴァナー⑮⑲ 
❖ ジョン・ワイズ・ノーラン⑮⑲ 
❖ トム・ロッチフォード⑨⑲ 
❖ おおせ⿐フリン⑨⑲ 
❖ マリー・ケンダル⑦⑨⑱⑲ 
❖ バック・マリガン⑯⑲ 
❖ ヘインズ⑯⑲ 
❖ ⼤勢の⾒物⼈⑲ 
❖ ジョン・ハワード・パーネル⑯⑲ 
❖ ディリー・デッダラス④⑪⑬⑲ 
❖ ジョン・ヘンリー・メントン⑫⑭⑮⑲ 
❖ ブリーン夫⼈⑫⑲ 
❖ ブリーン⽒⑫⑲ 
❖ 酒瓶H⑤⑲ 
❖ 酒瓶E、L、Y、 ‘S⑤⑲ 
❖ 騎⾺従者たち⑮⑲ 
❖ ダンス教習会教授デニス・J・マギニ⽒①⑩⑲ 
❖ ブレイゼズ・ボイラン⑤⑦⑨⑱⑲ 
❖ 三⼈のご婦⼈⑲ 
❖ 会釈を返している奥⽅⑲ 
❖ （喇叭と太⿎を鳴らす）ハイランドの若者たち⑥⑲ 
❖ M・C・グリーン⑲ 
❖ H・シュリフト⑲ 
❖ T・M・ペイティ⑲ 
❖ C・スケイフ⑲ 
❖ J・B・ジェフス⑲ 
❖ G・N・モーフィ⑲ 
❖ F・スティーヴンソン⑲ 
❖ C・アダリー⑲ 
❖ W・C・アガート⑲ 
❖ キャッシェル・ボイル・オコナー・フィッツモリス・ティズダル・ファレル⑭⑰⑲ 
❖ M・E・ソロモンズ⽒⑲ 
❖ 王党員ホーンブロウア⑲ 
❖ パトリック・アロウイシャス・ディグナム君⑨⑮⑱⑲ 
❖ 随⾏の者たち⑲ 
❖ ⽣若い盲⼈⑰⑲ 
❖ ⾬外套の歩⾏⼈⑲ 
❖ ユージーン・ストラットン①⑲ 
❖ ⼆⼈の砂まみれ⼥⑬⑲ 
❖ ⾦鎖を付けていない市⻑⑲= 
❖ 市⻑夫⼈⑲= 
❖ （ランズダウン道路⾓の）まばらな男性歩⾏者⑲ 
❖ 先の⼥王とその夫君⑲ 
❖ ⼆⼈の⼩さな⼩学⽣⑲ 
❖ アルミダーノ・アルティフォーニ⑥⑰⑲ 

「さまよえる岩」の登場⼈物案内：第 19 セクション



「さまよえる岩」のなかの貧しい⼈々

❖ ⼆⼈の職無しの男① 
❖ 「皆、薄汚れた帽⼦を取って挨拶した。 コンミー神⽗は⼀

度ならず温和に挨拶を返す。 クリスチャン ・ブラザーズの
男の⼦たち。」（U-Y .） 

❖ 「主が沼地に泥炭を造り給うたおかげで⼈はそれぞれ掘り

出して町や村 へ運び貧しき⼈々の家で媛炉⽕となる。」
（U-Y .）① 

❖ ⼀歩⾜の⽔兵③ 
❖ J・J・オモロイ③⑧ 
❖ 裸⾜の腕⽩⼩僧③ 
❖ ケイティ・デッダラス③④ 
❖ ブーディ・デッダラス③④ 
❖ マギー・デッダラス④ 
❖ ディリー・デッダラス④ 
❖ スティーヴン・デッダラス⑥ 
❖ サイモン・デッダラス④⑪⑫⑭―「オコンル通りの溝に洗

いざらい当たってみたさ。今度はここの溝に当たってみよ
う。」（U-Y .） 

❖ おっさんカウリー⑭ 
❖ ５⼈のサンドイッチマン⑤⑦⑲



「さまよえる岩」のなかの貧しい⼈々

❖ ⼆⼈の職無しの男① 
❖ 「皆、薄汚れた帽⼦を取って挨拶した。 コンミー神⽗は⼀

度ならず温和に挨拶を返す。 クリスチャン ・ブラザーズの
男の⼦たち。」（U-Y .） 

❖ 「主が沼地に泥炭を造り給うたおかげで⼈はそれぞれ掘り
出して町や村へ運び貧しき⼈々の家で暖炉⽕となる」（U-
Y .）① 

❖ ⼀歩⾜の⽔兵③ 
❖ J・J・オモロイ③⑧ 
❖ 裸⾜の腕⽩⼩僧③ 
❖ ケイティ・デッダラス③④ 
❖ ブーディ・デッダラス③④ 
❖ マギー・デッダラス④ 
❖ ディリー・デッダラス④ 
❖ スティーヴン・デッダラス⑥ 
❖ サイモン・デッダラス④⑪⑫⑭―「オコンル通りの溝に洗

いざらい当たってみたさ。今度はここの溝に当たってみよ
う。」（U-Y .） 

❖ おっさんカウリー⑭ 
❖ ５⼈のサンドイッチマン⑤⑦⑲

in Wild Earth: and Other Poems (1907)



「さまよえる岩」のなかの貧しい⼈々

“The public symbols of this poverty 
were the shiftless mass of unemployed, 
hangers-on at the fruit, fish, and  clothes 
markets lucky to earn a shilling or two 
each morning as porters, the army of 
“sandwich men” trooping the city in 
ragged attire, barefooted street urchins, 
youthful street traders, the “Molly 
Malones” who gather cockles in Dublin 
Bay in the morning to sell as street 
corners for the night’s lodgings, the 
street musician, idlers and corner boys as 
well as the ubiquitous beggar noted for 
generations for his pertinacity. “ (Dear 
Dirty Dublin: A City in Distress, 
1899-1916, Joseph V. O’Brien, 162 )



次回：第11回読書会について

次回の第11回読書会（第11挿話：セイレーン）は4⽉25⽇（⽇）にオンライン
で実施します。具体的な⽇程と予約開始⽇はtwitter（@YMINAMITANI）と
Stephens Workshopのホームページでお知らせします。後ほどアンケート
フォームを別途送付しますので、今回のご感想・改善点について教えていた
だけると幸いです。 

本⽇はご来場いただき、ありがとうございました。 
（南⾕・⼩林・平繁） 


